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令和２年度「特色ある区づくり予算」 

自治協議会委員提出アイデア概要 

○区役所企画事業 

【小林 俊介 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

① 秋葉山麓清水再生プロジェクト

 秋葉山麓の宅地造成が進む中で文化財でもある幸清水や，これとつながっていると思われる田家

地区や中村地区にある数カ所の清水の湧出量がほとんど止まってしまっています。復活再生できる

ならこれらの清水は，秋葉公園・田家を含む秋葉地区の宝となり得るのです。

 これまで旧新津はお金では決して買うことのできない歴史文化遺産・・・例えば旧桂家の建物お

よび敷地や石油王国であったことを彷彿とさせる櫓などの建造物など・・・を保存してきませんで

した。秋葉湖の上にある秋葉苑も存続できるかどうかは風前の灯火です。今現在あるものをうまく

活用しましょう。

 これらの清水の水量の減少の原因を探っているとき，ある建設関係の方から次のような話を聞く

ことができました。「幸清水脇の道路を挟んだ○○家の基礎工事をしているとき，かなりの湧き水が

あり，その水を止めるのが大変だった。」というのです。それを聞いて井戸掘り工事の新津鑿泉（株）

の関係者から話を伺うと「秋葉山麓の清水の水脈は，高い所から低い方へつながっている訳ではな

く，山麓の周囲を回っているようだ。」とのことでした。新津鑿泉は，秋葉山麓でたくさんの井戸を

掘っているので，豊富なデータを持っている会社です。

 この基礎工事をした方は今のところ元気に生活をしています。この方が元気のうちに水脈を復活

することが可能かどうかを調査，検証し，清水再生の可能性を探ること。可能ならば再生の方向に

向かうこと。

 この再生可能性の調査をすることもなく諦めないでいただきたい。

事業概要（どんなことをするのか）

 井戸掘り会社に依頼して，途中で切られた水脈が現在も存在するのかどうかの調査をする。

 もし水脈が生きているのであれば幸清水への水脈をつなげることが可能かどうかを探る。

その他参考事項

 石油の町新津は，良質な水の確保が非常に難しい町であった。文化４年（1807）６月に庄屋長井
久左衛門が幸清水を発見する年まで町民は飲み水に苦しんだ。昭和７年に上水道が整備されるまで

の約 130年間新津の人々の生活を潤す泉であった。
 この清水は新潟市の史跡文化財にも指定されているように秋葉区の住民にとって忘れてはならな

い清水である。この清水と同様ほぼ同じ高さの秋葉山麓には，昭和清水・ヒサカキ清水・桜清水な

どがある。特に田家地区には他にも２つあり，『泉の道』を形成している。
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【阿部 光子 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

② 文教ロード整備 やさしい道作り

 新津駅西口の文化会館までの道路は、車輌の交通が多く、中学生や高齢者の歩行を困難なものに

しています。

「うるおいとやすらぎのある街」をめざし、できる所から少しずつ改善できたら良いなと思います。

事業概要（どんなことをするのか）

・現状把握

実際に歩いてみて気がつくことは？

・対応

   ・道路に凸凹が多い。→

   ・歩道の表示がない箇所がある。→

   ・景観を考え、除草できないでいる所に植栽を。

    業者に花を植えたプランターを置いてもらうなど、管理を依頼して、やすらぎのある道に。

※ また、障がい者にも優しい道になっているか、委員の皆さんに自地域を検証していただき情

報を共有したい。

   → 対応を考える。

【伊藤 治好 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

③ 信濃バレー親水レクリエーション広場のバーベキュー広場にトイレ設置

レクリエーション広場の管理事務所にはトイレがあるが，バーベキュー広場のほうにはなく，バ

ーベキュー広場の利用者は遠く不便である。近くにあればもっと広場の利用者が増えると思う。

事業概要（どんなことをするのか）

 レクリエーション広場の芝生広場の所にトイレを設置したほうがよい。

 管理事務所近くにあるものと同等のものでよいと思う。

 また富士登山道にあるバイオトイレも参考になると思う。
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【伊藤 治好 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

④ 能代川左岸側道の橋の名前の掲示工事

目的地に行く為の案内表示になる。

事業概要（どんなことをするのか）

橋の入口には橋の名前が掲示されているが，

左岸側道を走ると橋がいくつもあり，

目的地に行く時，どの橋に登ったらいいか

迷ってしまうので名前の掲示がほしい。

【金子 洋二 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

⑤ Ａｋｉｈａチャレンジ！起業家育成事業

秋葉区の地域資源を生かして起業する人材を育て、魅力的なビジネスを区内に生み出すと共に、

「起業するなら秋葉区で」というメッセージを内外に発信する。

事業概要（どんなことをするのか）

対象：秋葉区内外の若手起業希望者、定年退職後の起業希望者、副業としての起業希望者など

内容：

１．起業講座

 起業のイロハからビジネスプラン作成、テストマーケティングなどを５～６回シリーズの講座と

して実施する。

２．伴走支援

 起業プラン作成後のフォローアップとして、メンターを配置し、悩みごとの相談や各所への紹介

などを行う。

３．起業準備金の支給

 実際に起業をする人には、区から準備金を助成する。

概算事業費

起業講座+伴走支援 ５０万円程度  別途起業準備金

橋 

ここに名前が

ほしい
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【伊藤 直 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

⑥ 誰にとってもやさしい町づくり

街なかの道を安全で美しく歩いて楽しいものにする。

事業概要（どんなことをするのか）

・新津郵便局前通りの改良

 本町通りから新津郵便局に至る道路は利用者が多いが、歩行者にとっては非常に歩き難く危険で

あり（幅が狭く、起伏が多く、傾斜したり、側溝蓋の上を歩いたりで）、同時に街のメイン道路とし

てはまことに無様なので、安全で歩き易くかつ美観にも配慮したものに改良する。

・新津駅西口から第一中学校に至る道路の改良

 線路沿いの道が狭く曲がりくねり、通学等での歩行で危険を感じる。

 このため、歩行者路を明確に分け、可能な限り花・木を植栽するなど美観にも配慮した安全な道

に改良する。

そしてこの道に「・・・・・・道」という名前を公募等で付けたい。

以上、２本の道路を障害者、子供、お年寄りにも優しい道に改良する。
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【伊藤 直 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

⑦ 優歩道の整備と情報発信 

 新津川、能代川の遊歩道は市街地を貫き、草花多く景観も良く、多くの区民の散歩、ランニング

コース、通勤・通学路として利用され親しまれている。これらの遊歩道をより使いやすく安全・安

心で、より多くの区民・市民が訪れ、親しまれるものとする。

事業概要（どんなことをするのか）

【新津川遊歩道】

・適切な位置にトイレを少なくも２個所に設置

  （設置推奨個所は滝谷本町地内公園内と本町３丁目地内四阿付近）

・秋葉山遊歩道のような案内看板の要所への設置（複数基）

  小学生でも理解できるような仕方で

・遊歩道内に侵入の草叢除去および私有地との境界生垣の枝払い実施

・ママと幼い子も安全に楽しめるように整備し、安全な遊具等を設置

【能代川遊歩道】

・小阿賀野川から村松まで続くサイクリングロードの整備、改修

新津川・能代川遊歩道共通

・秋葉公園と新津川・能代川遊歩道、山と川を結んだルートの開発と紹介、案内看板設置（適所に

数基）

・小中学校等への紹介・宣伝

その他参考事項

市、県との共同事業 複数年度事業になるものと思われます。
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【伊藤 直 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

⑧ 秋葉キャンプ場再整備と管理・利用 

・現在秋葉公園内に設置されているキャンプ場が荒廃状況（特に第２）にあり、有効に利用されて

いない。特に青少年・幼年が郷土の自然に親しみ、彼らの郷土愛を育むためにも再整備し、適切な

利用を維持するために永続的な管理体制を確立する。

・秋葉地区のネーチャーガイド制度を作る。

・区内はもとより市内、近郊等に広く知らしめ、交流人口の拡大を図る。

事業概要（どんなことをするのか）

第２キャンプ場

・７基あるテント用ウッドデッキのうち２基が腐朽し、危険なため使用禁止に、２基が部分的に腐

朽、破損している。健全なのは新しい２基とその他１基となっている。４基を作り直す必要がある。

木材製では耐腐朽性が無いので廃プラスチック製のものに置き換える。

・キャンプ場内広場および場内連絡路の草刈り かまどの修理 炊事棟整備・清掃 その他

第１・第２キャンプ場共通

・管理人を配置し、公園利用の指導、キャンプ用具の貸付を行う。

公園管理事務所

・再整備し、公園管理人および秋葉山地区担当のネイチャーガイドを配置する。

・青少幼年に対し、秋葉山をはじめとする自然環境保全の大切伝えるレクチャーを行なえる施設に

改造。

自然観察ツアー、合宿等も行えるよう改造。

管理人については任意団体への管理委託等とする。

概算事業費

ウッドデッキ ２（仮）基 × ３５０千円 ＝ ７００千円

その他（かまど等）再整備費          ３００千円

管理委託費                  ５００千円

                    計１，２００千円

その他参考事項

・作り替え必要なウッドデッキは計５基のため複数年度事業とする。

管理委託費については次年度以降継続。

・キャンプ場運営につては北区の海浜公園等が参考になると思われる。

・秋葉苑の補強、再整備も区事業として採用して欲しい。 

本提案事業の全ての活動拠点となり得るし、公園利用者の休憩、雨宿り場所ともなる為。
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【島倉 美代子 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

⑨ 秋葉区の文化遺産案内板設置

市内・区内はもちろん，外部から来られる方に秋葉区の文化遺産をアピールし，秋葉区の活性化

につなげる。

事業概要（どんなことをするのか）

・秋葉区の歴史や文化遺産を熟知している方を募集し，検討委員会を立ち上げ看板内容について話

し合う。

・新津駅（東口・西口），古津駅，荻川駅，東新津駅に案内板を設置してほしい。

その他参考事項

 石油の世界館のリニューアルオープンが令和２年度に予定されている。
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○自治協議会提案事業 

【阿部 光子 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

① 秘湯・「新津温泉」の情報発信

 新津は、鉄道と石油と花の街として知られているが、新津温泉を知る人は少ない。これをきっか

けに、「花水」や「花の湯館」も含め新津の温泉情報を発信する。

事業概要（どんなことをするのか）

温泉の名称・所在地・アクセス・駐車場・営業時間・料金・温泉の効能 などを

（例えば）「あきはくはつものがたり」に掲載して情報発信する。

【伊藤 治好 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

② ＪＲ新津駅前広場とケヤキ通りに七夕飾りとクリスマスイルミネーションを飾る

 駅前に活気が出る。インスタ映えし，若者や子どもが来る。

 出展者が見に来る。

事業概要（どんなことをするのか）

 薬科大生や商店街，各地域などが出展し，色々な賞を区長他が表彰したら楽しくなると思う。

 出展したら補助金を出す。

その他参考事項

 七夕飾りは昔新津市でやっていた。
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【荒井 武雄 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

③ 「にぎわいの里」ウィーク ～音楽と芸能の祭～

 区民の芸術・芸能文化の関心を更に高める為に，春の「芸能祭」秋の「秋葉音楽祭」を一本化し

て「にぎわいの里」ウィークとして実施する。また各分野の団体が芸術芸能文化のにぎわいの醸成

の中心的な存在としてその役割を担っていく事により，秋葉区の芸術・芸能文化の向上に寄与して

いく。

事業概要（どんなことをするのか）

1.開催時期：５月～６月 or ８月～９月の３日間（金・土・日）

2.会 場：秋葉区文化会館をメイン会場とする

3.運営主体：自治協議会，
秋葉区文化振興協会，

秋葉区音楽協会，

各芸能団体，

秋葉区文化会館等を構成員とする実行委員会及び分科会

4.イベント内容：合唱，器楽等の音楽演奏，舞踊，民謡，各種ダンス，詩吟等の演奏，パフォーマ
ンス

5.イベントの振興：各分野毎の実行委員会分科会が担当する

6.その他：実施ウィーク内に写真展，絵画展等の関連イベントを同時開催も検討する
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【金子 洋二 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

④ 区民幸福度調査事業

 秋葉区住民の幸福度調査を実施し、秋葉区に住む幸せを数値化して内外に発信すると共に、さら

に幸せな区づくりのための課題を明確化する。

事業概要（どんなことをするのか）

対象： 秋葉区在住の中学生（または高校生）以上の全住民

内容： 

１．幸福度調査を行うためのプロジェクトチームを組織し、アンケートの設計等を行うと共に、「秋

葉にくらす幸せ」を官民の垣根を越えて考え議論する場とする。

２．中学生（または高校生）以上の住民を対象にアンケート調査を実施する。

３．調査結果を上記プロジェクトチームで分析し、結果を内外に発信すると共に、幸せを感じられ

るまちづくりへ向けた課題を明らかにする。

概算事業費

調査設計・分析委託料、アンケート作成費用、郵送料など 100万円？

その他参考事項

先行する事例としては福島県会津美里町（平成 25 年）や愛知県長久手市（平成 28年）などがあ
り、参考にする。

【渡辺 彩 委員・宮腰 由紀子 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

⑤ 学生の居場所・学びづくり 

 ・多世代交流  ・まちなか活性化  ・地元への愛着形成

事業概要（どんなことをするのか）

 ・放課後

 ・まち中の空舗

 ・持ち主の方，隣近所の方 鍵開け

 ・見守り

 机・イス  ＷｉＦｉ整備  備品整備
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【渡邉 彩 委員】

事業目的（どういう目的で事業を行うのか）

⑥ 秋葉区 区民活動支援センター 設立プロジェクト

 秋葉区民の活動拠点・団体間の交流の拠点・情報交換の拠点として機能する場（プラットフォー

ム）をつくり，継続的に各区民の活動が運営されていくための総合的な支援を行う。

事業概要（どんなことをするのか）

1.コンサルティング
 ワークショップ等の企画運営を通じて，区民伴奏型のコンサルティングを行う。

2.ファンドレイジング
 資金調達支援，各種計画づくり，金融機関・補助金運営団体との仲介，交渉のサポートを行う。

3.インターンコーディネート
 秋葉区外・都市部の若者，地域に興味がある外部人材を対象とした短期・中期のインターンッ

シップをコーディネートする。

秋葉区内の中学・高校と，地域の行政・他機関・他団体との間のインターン・講師をコーディ

ネートする。

4.ローカルデザイン
Web サイト構築，チラシ・パンフレット・冊子等のデザイン，商品のプロダクトデザイン等を

行い，地域で事業を行う方々の情報発信の強化を行う。

5.レクチャー
 まちづくり，商店街の活性化，地域防災等をテーマに講演・研修を行う。

6.請負・受託業務
 まちづくりに関する調査研究，企画提案等事業を総合的にサポートする。

業費経緯

令和２年度 行政・民間・地域住民等で講師を招いて勉強会・検討会を実施。

      運営部会を立ち上げ，どのような形が適切なのかを具体的に話し合いを進めながら検

討する。

      既存の施設を活用しながら進めることも含めて検討する。

令和３年度～上記６事業のうちのいくつかを実施していく。

令和３年度 団体として設立して，継続的に運営していける仕組みを作る。

その他参考事項

 この活動の参考例として，以下の団体があります。

  柏崎市「まちづくりネットあいさ」

  南魚沼市「愛・南魚沼みらい塾」

  仙台市「せんだい・みやぎＮＰＯセンター」
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